


管理に注意が必要な点である．これを回避するため

に HUT では複数のフリーザーを使用している．しか

し，先端物質科学研究科の建物自体に停電に対す

る備えが無く，バックアップ電源の配線はあるものの，

本配線とは別になっており，災害時の停電に対して

は全くの無防備である．そのため，L-乾燥が可能な



はその後の戦災をもくぐり抜け，現在まで受け継がれ

ている． 

また，発酵研



クションの充実を図りたい． 

(2) データベースの充実 

JSCC Strain Database へ参加するとともに前項で取

得されたシークエンス情報も WEB データベースへ追

加したいと考えている． 

(3) 安全性の向上 

アンプル化しておらず，凍結保存品のみの菌株が

非公開株を中心に多数残っている．これらのアンプ

ル化を順次行い，災害等で長時間の停電が発生し

ても菌株が失われないようにする必要がある．また，

フリーザーのバックアップ電源が確保できるかどうか

もあわせて検討したい． 

 

参考




